
満月の夜開くけいはんな哲学カフェ｢ゲーテの会」満月の夜開くけいはんな哲学カフェ｢ゲ テの会」
「新たな文明」の萌芽、探求を！「新たな文明」の萌芽、探求を！
満月の夜開くけいはんな哲学カフェ｢ゲーテの会」

2023年 7月15日（土）14:00 ～17:00
懇談会場 定　員

参加費

下記 Peatix からお申し込みください。申　込

主　催

公益財団法人　国際高等研究所
〒619-0225 京都府木津川市木津川台 9-3

https://peatix.com/event/3611868

e-mail:goethe0828@iias.or.jp

公益財団法人 国際高等研究所

オンライン参加 100 名
会場オブザーバー参加15 名
（先着順・定員になり次第締め切り）

締　切 2023年7月12日（水）
無 料

参加方法

オンライン参加の方には、ZOOM Webinarシステムを利用して
配信しますので、インターネット環境の整備が前提となります。
お申込み者全員に、事前にPeatixからZOOMの招待メールをお
送りします。受付時間（13:30～14:00）内に、事前にご連絡する
URLからアクセスしてください。

市民懇談は招待参加者により行います。
一般参加の方は、オンライン参加又は会
場オブザーバー参加となります。会場
（高等研）での申込は行いませんので、
事前にPeatixからお申込みください。

「新たな文明」の萌芽、探求を！

皆さんは「文明」という言葉から、何を想像されますか？古
代、人類が築き上げた四大文明を思い浮かべる人もいれば、
多様に広がる現代文明を連想される人もおられるかもしれ
ません。人間は高度に発達した社会性を一番の武器とするこ
とで、これまで地球上での生存競争を生き延びてきました。
高度な社会や文化という概念を包摂する「文明」という言葉
について、文理を問わず多様な視点から掘り下げて対話を重
ねることで、今後も人類が生き延び続けるための”ヒント”を
少しでも浮き彫りにすることができればと思います。

< 「新たな文明」の萌芽、探求を！>プロジェクト事務局

モデレーター  メンター

ぼくたちデジタル
ネイティブが担う
文明とはどんなも
のになるのかな？

ゲノム的観点からの
日本人のルーツと、
日本文明の特徴は？

日本の伝統的な価
値観をどうやって
国際平和に生かせ
るかしら？

東洋と西洋の「文明」
の違いと、その独自

性は？

文明を支える精神性と
は、どういうことなの

かしら？
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『皆が専門家、皆が素人』『皆が専門家、皆が素人』『皆が専門家、皆が素人』
世代を超えて、立場を超えて、分野を越えて　
次代を拓く最先端の議論を、あなたと共に。

混迷を深める現代社会
けいはんな学研都市から「新たな文明」の萌芽、探求を！

「日本文明」の固有性と普遍性Motif
ー「近代文明」の限界を越えてー

宗教
哲学
末木 文美士 先生
（国際日本文化研究センター
 名誉教授 )

本田 隆行 先生
（科学コミュニケーター）

ハイブリッド
開催

（対面・遠隔）



オンライン参加の方には、ZOOM Webinarシステムを利用し
て配信しますので、インターネット環境の整備が前提となり
ます。お申込み者には、お申込み者全員に、事前にPeatix
から ZOOMの招待メールをお送りします。受付時間
（13:30～14:00）内に、事前にご連絡するURLからアクセスし
てください。

　文明論をテーマとして、第92回「満月の夜開くけいはんな哲学カフェ「ゲーテの会」」、及び第2回「けいはんなmeta鼎談（宗
教哲学×国際政治学×自然人類学）」を開催しました。当該の講演、鼎談において論議された内容について、その視聴者を中
心に、市民と専門家、教師、次代を担う学徒など多様な人々の参加を得て、市民が主体となって学び合う場を設えることとし
ます。この場を通じて、本テーマに関し、市民の方が広くリテラシーを身に付けるきっかけとなることを期待しています。
　・第92回「ゲーテの会」　岩倉使節団150年を機に「日本文明」の再興を考える（2023年5月12日）
　・第2回「けいはんなmeta鼎談」　「日本文明」の固有性と普遍性－「近代文明」の限界を超えて（2023年6月17日）

末木 文美士

本田 隆行

市民懇談会場

オンライン参加

オンライン（遠隔）でのご参加の方は

開催趣旨

メンター     

モデレーター  

当日のプログラム（予定）

問合せ先

市民懇談は招待参加者により
行います。一般参加の方は、
オンライン参加又は会場オブ
ザーバー参加となります。

はじめに（モデレーターの挨拶）
参加者話題提起
参加者意見交換
参加者・メンター感想
おわりに（モデレーターのまとめ）

14:00～14:15
14:15～15:00
15:00～16:15
16:15～16:45
16:45～17:00

申込・視聴など、Peatix の利用方法についてご質問などがございましたら、
下記のヘルプページをご確認いただくか、お問合せ窓口にご連絡ください。
Peatix ヘルプページ 　https://help-attendee.peatix.com/ja-JP/support/home Peatix 
お問合せ窓口　　　　　 https://help-attendee.peatix.com/ja-JP/support/tickets/new

神戸大学にて地球惑星科学を専攻（理学修士）。
地方公務員事務職（枚方市役所）、国立科学館（日本科学未来館）を経て、国内でも稀有なプロの科学
コミュニケーターとして活動中。「科学とあなたを繋ぐ人」として、科学に関する展示企画、実演の実
施・監修、大学講師やファシリテーター、行政委員、執筆業、各メディアでの科学解説など、なんでも
こなす。著書・監修に『宇宙・天文で働く』（ぺりかん社）、『もしも恐竜とくらしたら』（WAVE出版）、
『知れば知るほど好きになる 科学のひみつ』（高橋書店）など多数。　
個人web page :  https://www.sc-honda.com

1949年、山梨県生まれ。1978年、東京大学大学院人文科学研究科単
位取得。博士（文学）。東京大学、国際日本文化研究センター教授を
歴任。現在、同大学、同センター名誉教授。比較思想学会理事、前会
長。未来哲学研究所長。毎日出版文化賞、中村元東方学術賞受賞。
仏教学・日本思想史を専攻し、その研究によって得られた知見を現
代に生かし、新しい哲学・倫理学の確立を目指している。著書多数。

オンライン参加について

＊ZOOMシステムを利用した「WEB セミナー」として開
催いたします。参加者はパソコンなどの端末、ネット
環境、ZOOMソフトなどをご自身で準備いただき、操
作してください。

・お申込者以外の方は視聴できませんので、予めご了承ください。
・後日配信や、Q＆A、チャットについて事後共有を行う予定はご
　   ざいません。
・本イベントの録画・録音は禁止します。
・プライバシー保護、著作権の観点から、無断で画面をスクリーン  
   ショットや写真などで撮影することは禁止します。

宗教
哲学


